
１ 　「自己紹介」の工夫をしよう
今回は，新年度や席替えのときの「自己紹介」
に有効な演習を紹介する。自己紹介は，聞いてい
る側が「受け身」になり，以前から知っている友
だちだと「知ってるつもり」になりがちで関心が
薄くなることがある。そこで，聞く側も「能動的」
になり，「意外な一面」を発見できる人間関係づ
くりに役立つ自己紹介の方法を紹介する。（保護
者会での自己紹介や職員間での自己紹介にも応用
できる。）

２ 　「花より団子」○×クイズで自己紹介
シートの設問に沿った「好きなもの」の紹介は
比較的抵抗感の少ない自己開示である。話す側も
聞く側も回答しやすい。聞く側は「似ているな」
「違う好みだな」と自分と比較しながら聞くこと
ができる。下記のようなシートを作成して，子ど
もたちに配布し，グループで実施するとよい。
やり方を知ってもらうために，はじめに「担任」
がモデルとなって全員でやってみるとよい。後半，

本人が出題するのも楽しい。また，正解を発表す
るときに，「○×ボード」があると盛り上がる。
百円均一店に10枚入りで
販売されている。意思表示
のアイテムとして，他教科
でも活用しやすい。オスス
メアイテムである。

３ 　「肯定的リアクション」をルールに
「花より団子」○×クイズは，本人が答えたも
のが正解である。だから回答は否定されないし，
否定してはいけないものである。予想と異なって
いても「あー，そうだったんだ」「なるほど，い
いねぇ」などの「肯定的リアクションをとること」
をルールにすることを，始める前に確認しておき
たい。感じたことを表現しても尊重される学級風
土をつくることにもつながる。

４ 　「知ってるつもりビンゴゲーム」で再発見
５年＊「家族の紹介」の後半に「家族知ってる

つもりビンゴゲーム」のシートがある。「家族を
よく知るため」に作られたものであるが，「家族」
を「先生」や「友だち」に置き換えても楽しく人
間関係づくりができる。特に持ち上がりのクラス
にはオススメである。ビンゴの「質問」を実態に
応じて工夫すればよい。自己開示や他者理解が促
進される。

５ 　道徳の資料と関連させて
資料への導入としては，５年＊「家族の紹介」
につなげることができる。友だちの意外な一面を
知ることを「家族の意外な一面」へと関連させる
こともできる。ねらいに関連する資料としては，
５年＊「短所も長所」や４年＊「ブラジルからの
転入生」が考えられる。演習から友だちの好きな
ものや意外な一面を知ることで，それぞれの感じ
方やよさを尊重しながら仲間づくりをしようとす
る気持ちをもつことにつながるだろう。仲間づく
りの第一歩は「知り合うこと」から始まるのである。

「人間関係づくりの演習と道徳⑥」
〜もっと友だちを知ろう〜
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